
 

2025年4月1日（火）

≪　今日の主なニュース　≫　　　　　　　　　　　　　　   　　〜 日経ニュースなどを中心に抜粋 〜
◆2025年度予算が成立　参院で修正、現行憲法下で初

・2025年度予算が成立。少数与党となり野党の協力がなければ予算を成立させられないなか、政府・与党は衆院に続

いて参院でも予算案を修正。参院で修正した予算案が衆院の同意を得て成立するのは、現行憲法下で初。野党の日

本維新の会の賛成を取り付け、首相が今国会の最優先課題に据えた24年度内の予算成立にぎりぎりでこぎつけた。

◆鉱工業生産指数、2月2.5%上昇　4カ月ぶりプラス

・経済産業省が発表した2月の鉱工業生産指数（2020年=100、季節調整済み）速報値は102.4となり、前月から2.5%

上がった。生産用機械工業や電子部品・デバイス工業がけん引し、4カ月ぶりのプラスとなった。全15業種のうち9業種

が上昇し、6業種が低下した。生産の基調判断は前月の「一進一退」を据え置いた。

◆4月食品値上げ、1年半ぶり4000品目超　調味料やビール

・帝国データバンクは4月に4225品目の食品が値上げされると発表。月間の値上げが4000品目を超えるのは2023年

10月以来1年半ぶり。コメなど原材料の価格高騰や物流費、人件費の上昇が転嫁される。4月中の各メーカーの発表

により、25年内に予定される値上げが24年通年の品目数を上回るとみている。

≪　業界ニュース　≫　　　　　　　　〜 日経ニュース・日刊工業新聞・新建ハウジングなどを中心に抜粋 〜
◆2月の新設住宅着工戸数　10カ月ぶり増加、持家の受注は依然不安定

・国土交通省が公表した2月の新設住宅着工戸数は、10カ月ぶりの増加となる6万583戸（前年同月比2.4%増）。持家

は減少したが、貸家、分譲住宅は回復。法改正前の駆け込み着工は、2月の時点では多くないと見られる。季節調整

済み年率換算値は80万5000戸（前月比4.1％増）。持家は1万6272戸（前年同月比8.6％減）で、2カ月連続の減少。

◆東京都内の設置数3倍以上に急増　4月から太陽光パネル設置義務化

・エクソルは東京都内で同社が販売施工を行う住宅への太陽光発電設置件数が、2023年度は前年比3倍以上、24

年度は2025年2月末時点で2023年度を上回るペースで増加していると発表。太陽光パネル設置を義務付ける改正

環境確保条例が可決・成立以降、都内の戸建て住宅への太陽光発電システム設置件数が急増。

◆「住宅省エネ2025キャンペーン」申請受付開始

・国土交通省・経済産業省・環境省の3省連携による「住宅省エネ2025キャンペーン」で、交付申請の受付を開始。

既存住宅のリフォーム（戸別）の受付を皮切りに、共同住宅の一括リフォーム、新築注文住宅（5月中旬）、新築分譲

住宅（5月下旬）、新築賃貸住宅（6月下旬）と、順次対象を拡大する予定。

≪　注目商品　≫
■リンナイ、10年ぶりモデルチェンジ　ビルトインガスコンロ「GRILLER（グリレ）」

・重厚感のある鋳物五徳とガスならではの強火力が特長のビルトインガスコンロを10年ぶり

にモデルチェンジ。鋳物五徳は直線的で堅牢なデザインに刷新、3つの五徳が1つの大きな

面となるように構成。点火つまみを従来品より6mm大きくし、操作性に配慮。

■ハウステック、非日常を味わうバスルーム「雅月（みやびつき）」

・非日常を味わいながら、浴室空間としての快適さを損なわない完全受注生産モデルのシ

ステムバスルーム。一般的な戸建住宅やリフォームにも取り入れやすいよう、1坪サイズを

新たにラインアップ。木曾檜、樹脂コーティングした天然檜で、耐久性に優れた浴槽を採用。

■水で湿ったコンクリートにも貼れる粘着テープ発売

・ニチバンは、水で湿ったコンクリートにも貼り付けられる粘着テープ「せこたん湿潤コン

クリート用粘着テープWCT」を発売。新開発の特殊な粘着剤を採用することにより、雨天

翌日の水分を含んだコンクリートにも貼り付けられるポリエチレンクロス基材の粘着テープ。


